
宮城県調査計測報告

～震災復興でのMMS利活用事例～



調査の概要

調査計測日：2011年4月11日～4月14日

MMSの震災時における利活用調査を目的として、宮城県にて調査計測を実施

調査の目的は大きく３つあり

景観調査に代表される、MMSの全周囲カメラ画像、カラー点群を統合したビュアデータが震災時の
被害状況をスピーディーに把握、検討資料として役立つのでは？
また、純粋に歴史的な記録資料としての価値も

３．震災前後のデータ比較

２．震災被害状況調査－路面被害状況の調査

１．震災被害状況調査－空間的被害状況の記録

MMSの最も得意分野は路面3次元計測。
震災被害を受けた路面を計測したMMSデータの利用方法検討のため

通常の経年変化調査とは規模も意味も異なる、今回の大震災による地殻変動。
震災前後のデータを比較することで、変動量の可視化、地殻変動補正精算の有効性確認も



調査ルート概要



計測状況スナップ

＜仙台市内＞



計測状況スナップ

＜白石市内＞ ＜仙台空港周辺＞



計測状況スナップ

＜牡鹿コバルトライン＞＜三陸道：鳴瀬奥松島IC周辺＞



震災被害状調査－空間的被害状況の記録

仙台空港南部 の被害状況の記録データ



震災被害状調査－空間的被害状況の記録

石巻市内の被害状況の記録データ



震災被害状調査－路面被害状況の調査

白石市での液状化現象によるマンホール浮き出し



震災被害状調査－路面被害状況の調査

石巻牡鹿コバルトラインでの路面被害状況計測



震災被害状調査－路面被害状況の調査

太白区役所付近での路面陥没状況データ



震災被害状調査－路面被害状況の調査

路面解析 路面凸凹状況の見える化事例



震災前後のデータ比較 例：三陸道

画面は、震災前（2009年12月）の計測データ。
現在座標(計測当時)、元期座標を重ねているが、差はほとん
どわからない



震災前後のデータ比較 例：三陸道

現在座標、元期座標を重ねて差はほとんどわからないということは
その当時では、地殻変動が元期より大きく変化していない証拠

↓
今回の震災で大きな地殻変動が起きました。
この変化はどのように表れているでしょうか？



震災前後のデータ比較
例：三陸道
震災前後での現在座標を比較

震災前後それぞれの現在座標データを重ねてみます。
↓

緑色の点群が震災後の現在座標です。
大きく動いているのが見て取れます。

4.15m



震災前後のデータ比較

同じ個所を上から見ています。（画面上が北）
地殻変動の結果、東南東方向へ４ｍ以上動いていることがわかります

例 ：三陸道
震災前後での現在座標を比較



震災前後のデータ比較
例：三陸道
震災前座標をATパッチで移動推定

同じ地点の震災前の現在座標から震災後変動量を推定計算。
MMSでの計測比較を裏付ける計算結果に。
（MMS結果4.15m⇔推定計算結果4.05m）

「東日本大震災地殻変動推定パラメータ(アイサン暫定版)」にて

東日本大震災地殻変動推定パラメータ(アイサン暫定版) とは？
アイサンHPでも紹介されている、震災後座標推定(暫定値)計算ソフト。
国土地理院にて公開の地震前後の電子基準点における地殻変動量
から逆距離加重法(IDW)で変動量を求め、指定座標に加えた値を計算。



震災前後のデータ比較
例：三陸道
震災前後での元期座標を比較

同じく、緑色が震災後の点群データです。
震災後のデータは現在座標をアイサン暫定パラメータで
元期座標に変換。
ほとんど差がなく、震災の変動量を加味した地殻変動補正が
有効に機能していることがわかります。



まとめ

MMSによる宮城県調査計測の結果

１．震災被害状況調査－空間的被害状況の記録

３．震災前後のデータ比較

２．震災被害状況調査－路面被害状況の調査

景観調査に代表される、MMSの全周囲カメラ画像、カラー点群を統合したビュアデータが震災時の
被害状況をスピーディーに把握、検討資料として役立つのでは？
また、純粋に歴史的な記録資料としての価値も

MMSの最も得意分野は路面3次元計測。
震災被害を受けた路面を計測したMMSデータの利用方法を検討していきます。
全周囲撮影画像による路面被害の把握資料としても十分有効では？

今回の大震災による地殻変動を、過去データと比較し、可視化することができました。
４ｍ以上の変動を地殻変動補正によりほぼ吸収できていることを確認できました。
これは、現在のMMS計測データから、現在座標、元期座標の2種類の座標を比較することで
地殻変動量の見える化が行えることを表します。


